
７月 14 日 インドネシア、ハルマヘラの地震 

  

 

 

 

 

 2019年７月 14日 18時 10分（日本時間、以下同じ）に、インドネシア、ハルマヘラの深さ 10kmで
Mw7.2 の地震が発生した。この地震の発震機構（気象庁による CMT 解）は、東西方向に圧力軸を持つ
横ずれ断層型である。この地震により、死者６人の被害が生じた。 
 気象庁は、この地震により、同日 18 時 41 分に遠地地震に関する情報（日本への津波の影響なし）
を発表した。 
 2000 年以降の地震活動をみると、今回の地震の震央周辺（領域ａ）では、2003年５月 27日に M7.1
の地震が発生し、死者１人、負傷者７人などの被害が生じた。 
1970年以降の地震活動をみると、今回の地震の震央周辺（領域ｂ）では、 

M6.0以上の地震が時々発生している。1994年１月 21日 には M7.2 の地震 
が発生し、死者７人、負傷者 40 人などの被害が生じた。 

震央分布図
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深さ０～100km、M≧5.0） 
2019年７月以降を赤で表示 
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※本資料中、今回の地震の発震機構及び Mwは気象庁、その他の地震の発震機構は Global CMTによる。また、1970年以降
の地震の M及び震源要素は米国地質調査所（USGS）による（2019年７月 31日現在）。プレート境界の位置は Bird（2003）
＊より引用。今回の地震の被害については、OCHA(国連人道問題調整事務所)による。それ以外の地震の被害は宇津の「世
界の被害地震の表」（宇津(1990),Utsu(2002), 宇津 (2004. 改定・更新版)）による。
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